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稲荷山養護学校におけるカラマツ材の使用について

~県産間伐材を利用した大規模木造施設への木材供給~

長野県林務部信州の木利用推進課 中宿恵司

1 はじめに

「老朽化した稲荷山養護学校を、知的障害・肢体不自由の児童生徒が共に学べる県内初の知肢併設校と

して、温かみあふれた子供達にやさしい木造の学舎で、児童生徒の障害の状況に配慮した教育環境の整備

を図ろう!Jと同校の改築工事が本年度より着工された。

この改築工事に使用される、カラマツを中心とした県産間伐材の品質管理等を始めとする木材供給の取

り組みと、カラマツ接着重ね梁等を大量に使用した利用事例を報告する O

2 稲荷山養護学校改築の経緯

2. 1 稲荷山養護学校の現況

現在ある学校は、昭和43年に建設され築35年が経過し、老朽化が激しい状態である D また、長野・上田

両養護学校の児童生徒が増加し、児童生徒数の適正化を図ることが急務となっている。

学校位置 |千曲市稲荷山

建設年 |昭和43年建設(築35年)

児童生徒数 |肢体不自由児童生徒児童数117名

(小学部48名、中学部35名、高等部34名)

敷地面積 114，951rri 

施設構造 |鉄筋 1階

延床面積 14，910ぱ

2.2 間伐材の利用拡大と木とふれあう学舎づくり

森林では、「間伐を中心とした森林整備の促進と間伐材の利用拡大」

が急務であり、また、学校の木造化による木の温もりあふれる空間で . 

学ぶことにより、精神的な安定や怪我・病気の軽減など、木造の学舎

が子供達にとって様々な効用があるo

このようなことから、改築に向け準備が進められてきた。

3 稲荷山養護学校改築工事の概要

3. 1改築工事の概要

工事は平成16年から 3ヶ年で行われ、本年度は体育館のみの施工となる D 学校規模は、児童生徒数が倍

の規模となり、それに伴い敷地・延床面積ともに増加するo また、肢体不自由

者(130人)と知的障害者 (100人)が共に学ぶ県内初の知肢併設校となるo

開校年度 平成19年4月 1日

00第第((HH211167期期)) →→ 体管南特寄北中プ棟棟育理館別宿ー館棟
工事期間 平成16~18年度

児童生徒数 230名

敷地面積 25，521 ni 盆教Eコ~ 室
構造 木造(一部 RC) 2階 0第(H318期)→ 

延床面積 14，461 ni jレ

総事業費 56億 5千万円 外溝
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3.2 改築工事に使用する木材使用量 稲荷山養護学校改築における木材使用量

改築工事全体で木材の使用量は、製品材積で3，760rrlで

ある O 年度別には、 H16が483rrl、H17が2，040ぱ、 H18が

1，239rrlとなるo 長野県の平均的な建坪45坪の在来軸組住

宅の木材使用量は調査では約28ばであるので、約135棟分

の県産間伐材から生まれる木材を使用することになるo ま

た表のとおり、無垢材を全体の80%を越えて使用する。無

垢材による木造建築物の規模としては、県内に比べる建物

はなく、全国的にもまれな木造施設であるo

4 県産材のトレーサビリティーの取り組み

4. 1 トレーサビリティーの流れ

区分

空Z下書

合

言十

主48土3 カフ7 ツ全スギ体 ヒノキ その他
1.483.231 764.831 599.961 118.44 
455.361 439.021 16.34 

1. 938.591 1.203.851 616.301 118.44 
18.141 18.14 

330.501 330.50 

(210，20870.%23) 1(，523214%99) (2661.69%30){151.82%-44)(1343.04%50 ) 

622.191 606.191 1.691 14.31 

80.051 80.05 

{107002O2H4)(866063%19){00%){012%.69)(13944%36 ) 

466.851 72.291 394.56 
54.891 54.89 
250.211 250.21 

{1070710%.95)(9724%29)(5319.41%.56)(00%)(339055%10 ) 

3，027.6311，882.331 1，010.861 120.131 14.31 
73.031 18.141 54.89 

660.76 飴0.76

131∞00.0% 

県産材の利用拡大を図り、品質の確かな木材を使った施設の建設を目指す上で、県産材のトレーサピリ

ティー(追跡可能性)は重要な事項であり、模式図に示すとおりの取り組みを行った。

4.2 トレーサビリティーの検証

産地証明書(県産間伐材供給センター協議会)
もしくは

県産材証明書(信州木材製品認証センター)

認証製品の出荷証明書

この2枚の証明書により、

長野県産材の証しとする!

現場監督員

現場監理者

木材の流れを検証するため、伐採現場から改築現場までの木材のトレースを可能な限り行った。

上伊那郡高遠町芝平地区のカラマツ間伐地からの供給材の事例

工事現場内刻み小屋 加工(接着重ね梁) 製材(モルダー仕上げ)
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木材の品質管理の徹底とその取り組み

5. 1 木材検査の流れ

品質の確かな県産材を供給するためには、木材の検査を厳格かつ厳密にする必要がある O

本工事では、模式図のとおり製材乾燥工場3回の自主検査~工事請負企業による受入検査~加工・プレ

カットの検査~林業総合センターにおける各種検査という、複数の検査課程を経て現場に納入されている。

5 

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

確認指導調査

信
州
の
木
利
用
推
進
課

自主検査

[製材終了後]

O目視等により基準枠外をカ ッ ト

[乾燥終了後]

O含水率不足、ヤング係数不足をカ ット

[仕上げ後]

0最終チェック

[品質管理方法]

0信州認証製品の認証基準に準じる

[乾燥方法]

0乾燥記録紙を保存

(原木市場)

0全乾法による含水率検査

O静的ヤング係数検査

~表示ある場合~

O部材種ごとに材種、等級、寸法、含水率、ヤング係

数の表示確認をし、 「表示内容確認書j記載

~表示ない場合~

[含水率]

0使用機種の決定、測定時のダイヤル値の設定を協議

のうえ高周波測定

[ヤング係数1
0使用機種を決定し、動的ヤング係数を測定

受入検査

J、l
iι 

業

稲荷山養護学校現場

5.2 製材・乾燥等参加企業技術研修会の開催

第 1期体育館工事での木材供給は、県内 5企業の共同作業により行われた。参加企業の技術水準の向

上と製品レベルの平準化を図るため、含水率測定、ヤング係数測定、 ]AS等級区分、乾燥スケジ、ユール、

養生方法、自主検査方法等の事項について技術講習会を開催した。

JAS等級区分判定

5.3 製材・乾燥等参加企業5社における測定値の差異確認調査

測定機器やグレーデイングマシン等の測定方法の違いによる、測定値の差異と品質管理のバラツキを確

認するため、同じ試験体により各社が含水率及ぴヤング係数を測定し、林業総合センターにおいて測定試

験を行い比較した。結果、各社若干の差異はあったが、品質管理上許容範囲内であった。
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ヤング

静的ヤング係数測定調査

5.4 製材・乾燥・加工等の技術指導

製材、乾燥、加工等それぞれの工程ごと、技術指導を林業総合センター木材部の支援を得て行った。

例をあげると、スギ丸太の人工乾燥スケジ、ユールの指導を行った結果、含水率は 8~15% に落ち、

係数も乾燥前よりのきなみ増加した。

各社の含水率測定調査カラマツ材試験体

スギ丸太乾燥スケジュール
時間 乾球温度排気温度湿球温度温度差

工程 (h) ("C) ("C) ("C) ("C) 

ステップ 1 24 (1 8J ∞ 95 最速
ステップ 2 48 (28J 90 自 85 量逮
ステップ 3 48 (2日} ω 85 83 量i)(

ステ ッ7 4 48 (2 8J ω 83 81 置戸

ステ.，プ 5 48 (2日) 鉛 80 78 12 量i
ステッ76時閣の許す極り 叩 77 75 15 畳i

( 計約 2週間
:9 100 f 

乙 90 f三~-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
縦十 日O卜一一ーム日一一一一一
'~ 70ト一一一一一二三、‘一一一一一ー
事 60卜一一一一一一一一三-"-，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--iー乾球温度ト

50ト一一一 一一一一一一:ー~ζ一一一一一一一一一一一一一-----~--1一ー湿球温度 ト
~ 40ト一一一一一一一一一一一一ー一一一二了.:-:..... _-九一.一二一一ー 予想含水率(%)-'"一一一一一二一
ρ 30卜一一一
~ 20ト一一
樹 10 ~一一一
阿国 00 

336 312 

稲荷山改築工事用スギ丸太乾燥後含水率

10 

288 264 240 144 168 192 216 
乾燥時間 (h)

120 96 72 48 24 

乾燥後のスギ丸太材(末口32cm、長さ 9m)

15 
含
水
率

(乾
燥
後
) 。

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
丸太番号

スギ丸太材のヤング係数測定結果(乾燥前後)

ブロック勇断検査、煮

乾燥後のスギ丸太材の含数率測定結果

5.5 林業総合センターにおける各部材の抽出測定検査

各部材の抽出測定検査として、全乾法による含水率検査、静的ヤング係数検査、

沸はく離検査、浸せきはく離検査等を、林業総合センターで委託試験という形で行った。

ブロック勢断検査全乾法含水率検査トリプルビームの静的ヤング係数検査
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5.6 各木材検査における技術指導

各自主検査や受入検査等の検査に関して、事前指導や検査指導等を実施し、各検査が適正かっ厳格にス

ムーズに行えるよう指導を行った。

自主検査指導状況 受入検査事前指導状況

6 稲荷山養護学校改築工事現場での県産材の使用

6. 1 改築工事現場での加工

最終受入検査指導状況

1本 1本の強度や含水率等を番号管理され、加工されたカラマツをメインとする県産材製品は、約40%

はプレカット工場でプレカット加工されている O また、約60%については、直接稲荷山養護学校の工事現

場に納品され、現場で「墨つけJr刻みJ作業が行われた。

墨つけ作業 刻み作業(カラマツ接着重ね梁) 刻み作業(スギ丸太末口径32cm長さ 9m)

6.2 体育館の骨格となる大小の木フレームづくり

「墨つけJr刻み」が終了した部材は、「金輪継ぎ加工」など日本の伝統的な継ぎ手技術を使ってフレー

ム部材にしていく D 出来上がった単体のフレーム部材をつなぎ合わせて大小のフレームに組み立てていき、

ボルト締めを行い大小のフレームを完成させる。(木フレーム模型参照)

金輪継ぎ手の込み栓打ち 大フレームの組み立て作業 小フレームのボルト締め作業

IJ ¥フレーム
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6.3 大小の木フレームの設置

出来上がった大小のフレームを 1本1本よれ防止のためH鋼を固定し、大型クレーン 2台で、事前に重

心を計算しスリングをかけ、チェーンブロックを使用しながらバランスをとり、つり上げていく o 大フレ

ームが8基で 1基あたり約 6トン、小フレームが8基で 1基あたり約 2トン、全部で18本固定され体育館

の骨になっていく o

なお、 12月現在、この大小フレームにスギ丸太(末口径32cm、長さ 9m)の梁が連結され、屋根部の

施工を進めている状況である D

‘ 大フレームの設置作業 • 

小フレームの設置状況 大小フレームとスギ丸太との連結状況

7 稲荷山養護学校改築工事での木材供給を通じ

稲荷山養護学校改築工事に伴う品質の確かな木材供給の取り組みは、単なる施設を完成させるというこ

とではなく、次に掲げる事項を命題とし積極的な取り組みを行っている O

このような取り組みにより、最終的には県内で生産されるカラマツを始めとする間伐材の利用拡大が進

み、しいては「森林整備の促進Jr木材産業の活性化」につなげたいと考える O

。県民が誇れる長野県の財産を形成する

Oカラマツ流通の実証モデルと位置づけ

O確実な品質管理と流通システムを構築

。カラマツを無垢使用できる技術の確立
(カラマツ材の乾燥技術と接着重ね梁等)

。カラマツの強さ、美しさ、利用方法を県

内はもとより全国に発信

4¥--->-
l 森林整備の促進

県内木材産業の活性化

最後に、この大規模木造施設建設工事における木材供給に対し、多大なるご協力をいただいている、木

材業界、林業総合センターを始めとする研究機関等の皆様にこの場を借りてお礼申し上げるとともに、県

民の誇れる施設の完成まで変わらぬご支援をお願いしたい。


